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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 4日 (2004.11.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ Ａ ） 第 １ の 金 型 部 及 び 第 ２ の 金 型 部 か ら 成 り 、 型 締 め 時 、 キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る 、 熱
可 塑 性 樹 脂 製 の 成 形 品 を 成 形 す る た め の 金 型 と 、
　 （ Ｂ ） 第 １ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 入 れ 子 と 、
　 （ Ｃ ） キ ャ ビ テ ィ に 面 し た 入 れ 子 の 表 面 に 着 脱 自 在 に 載 置 さ れ 、 表 面 に 凹 凸 部 が 設 け ら
れ た 金 属 膜 か ら 成 る ス タ ン パ と 、
　 （ Ｄ ） 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 す る た め の ゲ ー ト 部 、
を 備 え た 金 型 組 立 体 で あ っ て 、
　 入 れ 子 は 、 熱 伝 導 率 が １ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 乃 至 ６ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 、 ビ ッ カ ー ス 硬
度 が ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ 2 以 上 、 ヤ ン グ 率 が ４ ． ９ × １ ０ 1 0 Ｎ ／ ｍ 2 以 上 、 厚 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ
乃 至 ５ ． ０ ｍ ｍ の 材 料 か ら 作 製 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
（ Ｅ ） 第 １ の 金 型 部 若 し く は 第 ２ の 金 型 部 に 取 り 付 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 し 、
入 れ 子 の 端 部 を 被 覆 す る 被 覆 プ レ ー ト 、
を 更 に 備 え 、
　 入 れ 子 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス 、 あ る い は 、 入 れ 子 の 前 記 表 面 に 着 脱 自 在
に 載 置 さ れ た ス タ ン パ と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は 、 ０ ． ０ ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ．
０ ２ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
キ ャ ビ テ ィ に 面 し た 入 れ 子 の 表 面 に は 、 薄 膜 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

に 記 載 の 金 型 組 立 体 。又 は 請 求 項 ２



【 請 求 項 ４ 】
薄 膜 は 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ａ ｌ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｃ Ｂ Ｎ 、 Ｂ Ｎ 、 ア モ ル フ ァ ス ダ イ ヤ モ ン ド 、 Ｃ ｒ
Ｎ 及 び Ｃ ｒ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ 種 類 の 材 料 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
薄 膜 の 厚 さ は 、 ５ × １ ０ - 7 ｍ 乃 至 ２ × １ ０ - 5 ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
金 属 膜 は 、 Ｃ ｒ 、 Ｃ ｒ 化 合 物 、 Ｎ ｉ 及 び Ｎ ｉ 化 合 物 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も
１ 種 類 の 材 料 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金
型 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
金 属 膜 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ４ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
入 れ 子 の 端 部 及 び ／ 又 は 側 面 に は メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃
至 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 ９ 】
入 れ 子 の 中 央 部 に は 貫 通 孔 が 設 け ら れ て お り 、
　 第 １ の 金 型 部 に は 、 貫 通 孔 近 傍 の ス タ ン パ の 部 分 を 被 覆 す る た め の 金 属 製 の ス リ ー ブ が
貫 通 孔 を 通 し て 装 着 さ れ て お り 、
　 ス リ ー ブ 先 端 部 と ス タ ン パ の 該 部 分 と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は ５ μ ｍ 乃 至 ３ ０ μ ｍ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 ２ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 す る 第 ２ の 入 れ 子 を 更 に 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
（ Ａ ） 第 １ の 金 型 部 及 び 第 ２ の 金 型 部 か ら 成 り 、 型 締 め 時 、 キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る 、 熱
可 塑 性 樹 脂 製 の 成 形 品 を 成 形 す る た め の 金 型 と 、
　 （ Ｂ ） 第 １ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 入 れ 子 と 、
　 （ Ｃ ） キ ャ ビ テ ィ に 面 し た 入 れ 子 の 表 面 に 形 成 さ れ た 活 性 金 属 層 と 、
　 （ Ｄ ） 活 性 金 属 層 上 に 形 成 さ れ 、 表 面 に 凹 凸 部 が 設 け ら れ た 金 属 膜 と 、
　 （ Ｅ ） 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 す る た め の ゲ ー ト 部 、
を 備 え た 金 型 組 立 体 で あ っ て 、
　 入 れ 子 は 、 熱 伝 導 率 が １ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 乃 至 ６ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 、 ビ ッ カ ー ス 硬
度 が ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ 2 以 上 、 ヤ ン グ 率 が ４ ． ９ × １ ０ 1 0 Ｎ ／ ｍ 2 以 上 、 厚 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ
乃 至 ５ ． ０ ｍ ｍ の 材 料 か ら 作 製 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
（ Ｆ ） 第 １ の 金 型 部 若 し く は 第 ２ の 金 型 部 に 取 り 付 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 し 、
入 れ 子 の 端 部 を 被 覆 す る 被 覆 プ レ ー ト 、
を 更 に 備 え 、
　 入 れ 子 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス 、 あ る い は 、 入 れ 子 の 前 記 表 面 に 形 成 さ れ
た 金 属 膜 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は 、 ０ ． ０ ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ０ ２ ｍ ｍ で あ
る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
活 性 金 属 層 は 、 Ｔ ｉ 、 Ｚ ｒ 及 び Ｂ ｅ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 金 属 と 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｕ 、 Ａ ｇ
及 び Ｆ ｅ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 金 属 と の 共 晶 組 成 物 か ら 成 り 、
　 活 性 金 属 層 の 厚 さ は １ × １ ０ - 6 ｍ 乃 至 ５ × １ ０ - 5 ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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金 属 膜 は 、 Ｃ ｒ 、 Ｃ ｒ 化 合 物 、 Ｎ ｉ 及 び Ｎ ｉ 化 合 物 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も
１ 種 類 の 材 料 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
金 属 膜 の 厚 さ は 、 ０ ． ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ４ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
入 れ 子 の 端 部 及 び ／ 又 は 側 面 に は メ ッ キ 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る

の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
入 れ 子 の 中 央 部 に は 貫 通 孔 が 設 け ら れ て お り 、
　 第 １ の 金 型 部 に は 、 貫 通 孔 近 傍 の 前 記 金 属 膜 の 部 分 を 被 覆 す る た め の 金 属 製 の ス リ ー ブ
が 貫 通 孔 を 通 し て 装 着 さ れ て お り 、
　 ス リ ー ブ 先 端 部 と 金 属 膜 の 該 部 分 と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は ５ μ ｍ 乃 至 ３ ０ μ ｍ で あ る こ
と を 特 徴 と す る の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
第 ２ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 す る 第 ２ の 入 れ 子 を 更 に 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 金 型 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
（ Ａ ） 第 １ の 金 型 部 及 び 第 ２ の 金 型 部 か ら 成 り 、 型 締 め 時 、 キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る 、 熱
可 塑 性 樹 脂 製 の 成 形 品 を 成 形 す る た め の 金 型 と 、
　 （ Ｂ ） 第 １ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 入 れ 子 と 、
　 （ Ｃ ） キ ャ ビ テ ィ に 面 し た 入 れ 子 の 表 面 に 着 脱 自 在 に 載 置 さ れ 、 表 面 に 凹 凸 部 が 設 け ら
れ た 金 属 膜 か ら 成 る ス タ ン パ と 、
　 （ Ｄ ） 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 す る た め の ゲ ー ト 部 、
を 備 え 、
　 入 れ 子 は 、 熱 伝 導 率 が １ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 乃 至 ６ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 、 ビ ッ カ ー ス 硬
度 が ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ 2 以 上 、 ヤ ン グ 率 が ４ ． ９ × １ ０ 1 0 Ｎ ／ ｍ 2 以 上 、 厚 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ
乃 至 ５ ． ０ ｍ ｍ の 材 料 か ら 作 製 さ れ て い る 金 型 組 立 体 を 用 い た 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 成 形 方
法 で あ っ て 、
　 第 １ の 金 型 部 と 第 ２ の 金 型 部 と を 型 締 め し 、 ゲ ー ト 部 か ら 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ
ィ 内 に 射 出 し た 後 、 キ ャ ビ テ ィ 内 の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 冷 却 、 固 化 さ せ 、 次 い で 、 型 開 き を 行
い 、 金 型 か ら 成 形 品 を 取 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
金 型 組 立 体 は キ ャ ビ テ ィ の 容 積 を 可 変 と し 得 る 構 造 で あ り 、
　 成 形 す べ き 成 形 品 の 容 積 よ り も キ ャ ビ テ ィ の 容 積 が 大 き く な る よ う に 、 第 １ の 金 型 部 と
第 ２ の 金 型 部 と を 型 締 め し 、
　 該 キ ャ ビ テ ィ 内 に 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 し 、
　 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 開 始 前 、 開 始 と 同 時 に 、 射 出 中 に 、 あ る い は 射 出 完 了 後 、 キ ャ ビ テ
ィ の 容 積 を 成 形 す べ き 成 形 品 の 容 積 ま で こ と を 特 徴 と す る
に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
（ Ｅ ） 第 １ の 金 型 部 若 し く は 第 ２ の 金 型 部 に 取 り 付 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 し 、
入 れ 子 の 端 部 を 被 覆 す る 被 覆 プ レ ー ト 、
を 更 に 備 え 、
　 入 れ 子 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス 、 あ る い は 、 入 れ 子 の 前 記 表 面 に 着 脱 自 在
に 載 置 さ れ た ス タ ン パ と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は 、 ０ ． ０ ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ．
０ ２ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
成 形 品 は 光 デ ィ ス ク 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か １
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項 に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
金 属 膜 の 表 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 部 は 、 光 デ ィ ス ク 基 板 に お い て ト ラ ッ ク ピ ッ チ が ０ ． ７ ６
μ ｍ 以 下 で あ る グ ル ー ブ 又 は ピ ッ ト を 形 成 す る た め に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
（ Ａ ） 第 １ の 金 型 部 及 び 第 ２ の 金 型 部 か ら 成 り 、 型 締 め 時 、 キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る 、 熱
可 塑 性 樹 脂 製 の 成 形 品 を 成 形 す る た め の 金 型 と 、
　 （ Ｂ ） 第 １ の 金 型 部 の 内 部 に 配 設 さ れ た 入 れ 子 と 、
　 （ Ｃ ） キ ャ ビ テ ィ に 面 し た 入 れ 子 の 表 面 に 形 成 さ れ た 活 性 金 属 層 と 、
　 （ Ｄ ） 活 性 金 属 層 上 に 形 成 さ れ 、 表 面 に 凹 凸 部 が 設 け ら れ た 金 属 膜 と 、
　 （ Ｅ ） 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ ィ 内 に 射 出 す る た め の ゲ ー ト 部 、
を 備 え 、
　 入 れ 子 は 、 熱 伝 導 率 が １ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 乃 至 ６ ． ３ （ Ｗ ／ ｍ ・ Ｋ ） 、 ビ ッ カ ー ス 硬
度 が ５ ５ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ｍ 2 以 上 、 ヤ ン グ 率 が ４ ． ９ × １ ０ 1 0 Ｎ ／ ｍ 2 以 上 、 厚 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ
乃 至 ５ ． ０ ｍ ｍ の 材 料 か ら 作 製 さ れ て い る 金 型 組 立 体 を 用 い た 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 成 形 方
法 で あ っ て 、
　 第 １ の 金 型 部 と 第 ２ の 金 型 部 と を 型 締 め し 、 ゲ ー ト 部 か ら 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を キ ャ ビ テ
ィ 内 に 射 出 し た 後 、 キ ャ ビ テ ィ 内 の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 冷 却 、 固 化 さ せ 、 次 い で 、 型 開 き を 行
い 、 金 型 か ら 成 形 品 を 取 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
金 型 組 立 体 は キ ャ ビ テ ィ の 容 積 を 可 変 と し 得 る 構 造 で あ り 、
　 成 形 す べ き 成 形 品 の 容 積 よ り も キ ャ ビ テ ィ の 容 積 が 大 き く な る よ う に 、 第 １ の 金 型 部 と
第 ２ の 金 型 部 と を 型 締 め し 、
　 該 キ ャ ビ テ ィ 内 に 溶 融 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 し 、
　 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 開 始 前 、 開 始 と 同 時 に 、 射 出 中 に 、 あ る い は 射 出 完 了 後 、 キ ャ ビ テ
ィ の 容 積 を 成 形 す べ き 成 形 品 の 容 積 ま で こ と を 特 徴 と す る
に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
（ Ｆ ） 第 １ の 金 型 部 若 し く は 第 ２ の 金 型 部 に 取 り 付 け ら れ 、 キ ャ ビ テ ィ の 一 部 を 構 成 し 、
入 れ 子 の 端 部 を 被 覆 す る 被 覆 プ レ ー ト 、
を 更 に 備 え 、
　 入 れ 子 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス 、 あ る い は 、 入 れ 子 の 前 記 表 面 に 配 設 さ れ
た 前 記 金 属 膜 と 被 覆 プ レ ー ト と の 間 の ク リ ア ラ ン ス は 、 ０ ． ０ ０ １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ０ ２ ｍ ｍ
で あ る こ と を 特 徴 と す る に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
成 形 品 は 光 デ ィ ス ク 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る の い ず れ か １
項 に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
金 属 膜 の 表 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 部 は 、 光 デ ィ ス ク 基 板 に お い て ト ラ ッ ク ピ ッ チ が ０ ． ７ ６
μ ｍ 以 下 で あ る グ ル ー ブ 又 は ピ ッ ト を 形 成 す る た め に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る

に 記 載 の 射 出 成 形 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 あ る い は 又 、 図 ２ ２ に 模 式 的 な 断 面 図 を 示 す よ う に 、 第 １ の 金 型 部 ２ １ ０ と 第 ２ の 金 型
部 ２ １ １ と を 型 締 め し た 状 態 に お い て ス タ ン パ ２ ２ ７ と 対 向 す る 第 ２ の 入 れ 子 ２ ３ ０ の 部
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分 の 表 面 に は 、 表 面 が 平 滑 な 第 ２ の 金 属 膜 ２ ３ １ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ の 金 型 部 ２ １
０ と 第 ２ の 金 型 部 ２ １ １ と を 型 締 め し た 状 態 に お い て 、 第 ２ の 入 れ 子 ２ ３ ０ と 対 向 し た ス
タ ン パ ２ ２ ７ の 部 分 と 、 ス タ ン パ ２ ２ ７ と 対 向 し た 第 ２ の 入 れ 子 ２ ３ ０ の 部 分 と の 間 の ク
リ ア ラ ン ス Ｃ 4 1 は 、 ０ ． ０ ３ ｍ ｍ 以 下 （ Ｃ 4 1 ≦ ０ ． ０ ３ ｍ ｍ ） で あ る 構 造 と す る こ と も で
き る 。 第 １ の 金 型 部 ２ １ ０ と 第 ２ の 金 型 部 ２ １ １ と を 型 締 め し た 状 態 に お い て 、 第 ２ の 入
れ 子 ２ ３ ０ と 対 向 し た 入 れ 子 ２ ２ ０ の 部 分 と 、 入 れ 子 ２ ２ ０ と 対 向 し た 第 ２ の 入 れ 子 ２ ３
０ の 部 分 と の 重 な り 量 Δ Ｓ 4 1 は ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 （ Δ Ｓ 4 1 ≧ ０ ． ５ ｍ ｍ ） で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ３ 】
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